
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

５８００１

若手研究(B)

2015～2013

Ｖ字開発を軸とした国際連携型技術者育成基盤の構築

Construction of global cooperative engineering systems based on V-model

４０４１２９０２研究者番号：

山田　親稔（Yamada, Chikatoshi）

沖縄工業高等専門学校・情報通信システム工学科・准教授

研究期間：

２５８７１０４８

平成 年 月 日現在２８   ６ ２７

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：近年、技術者に対しては幅広い専門知識に加え、国際社会をリードする能力を有し、生産シ
ステムの改善を生む創造力、そして、現場に根ざした提案力・実践力が求められるなど、人材ニーズは変化し高度化し
てきている。本研究においては、国内外の大学と連携した国際連携型技術者育成基盤を構築することを目的とし、教育
実践により評価および検証することで、その有用性を示した。本研究で提案する実践的な技術者育成カリキュラムを導
入することで、国内外の大学生と高専学生とチーム・ベースのプロジェクトとして実習し、国際連携型の実践的な人材
育成を行うことができ、海外展開を行う企業での技術者育成を支援するものとして有用であると考える。

研究成果の概要（英文）：Recently, engineers are required to have technical knowledge and lead global 
communities. In this research, we aim to construction of global cooperative engineering systems with 
domestic and foreign universities. From these results, this systems are useful by educational practices.

研究分野： 計算機工学
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１．研究開始当初の背景 
近年のディジタルシステムにおける進歩

は、高性能化・高機能化が一段と加速し、あ
らゆるものにシステムが組み込まれる時代
となった。その中で、組込みシステムの重要
性が増し、システムに対する信頼性・安全性
への要求が高まってきている。特に、自動車
や航空機、医療機器などの制御部においては、
万一、不具合が起きた場合、社会に莫大な影
響を及ぼす可能性があるため、製品開発プロ
セスにおいて、設計誤りがないかどうかの検
証の実施が必要不可欠となってきている。実
際のものづくり現場では、「高品質・精度」、
「短納期」、「価格競争」が最重視されている
のが現状であり、これらに対応するため、V
字開発モデルを用いた製品開発プロセスで
あるモデルベース設計の導入が国内外にお
いて増加の傾向にある。モデルベース設計は、
電子機器製品等に含まれる組込みソフトウ
ェアの開発工程を改善し検証を重視した設
計 手 法 で 、 UML(Unified Modeling 
Language)記述等を用いてモデル化すること
により、システムの振る舞いを可視化するこ
とが可能である。またハードウェア設計にお
いても UML 記述から HDL(Hardware 
Description Language)記述に変換する事例
が報告され、近年国内外において活発な研究
が行われている。さらに技術者に対しては幅
広い専門知識に加え、国際社会をリードする
能力を有し、生産システムの改善を生む創造
力、そして、現場に根ざした提案力・実践力
が求められるなど、人材ニーズは変化し高度
化してきている。特に、資源に乏しい我が国
においては、今後も技術立国としての地位を
誇示し、国際連携を視野に入れた技術者育成
基盤を構築することが急務である。 

 
２．研究の目的 
本研究では、ものづくり現場が求めている

組込み技術者育成において、実践的かつ国際
連携型教育により技術者育成を支援する基
盤を構築し、多様に変化する人材ニーズに応
えられるように V 字開発を軸とした技術者
育成カリキュラムを提案する。まず、論理回
路設計・論理合成、RTL(Register Transfer 
Level)・HDL 設計、アーキテクチャ設計に関
しては、すべて LMS で学習できるように教
育支援基盤を提供する。その際、単に LMS
のコースを受講するだけでなく、RTL・HDL
設計、アーキテクチャ設計では実習を行い、
各受講者が設計した課題をアップロードし、
受講者が互いの課題を検証できるようにす
る。また、国内外教育機関との連携を行い、
大学院生がフォローアップする機能を設け
る。さらにシミュレーションだけでなく、遠
隔で回路情報を再構成可能な実習システム
により、受講者の手元に実習ボードが無くて
も遠隔で実装できるようにする。 
 
 

３．研究の方法 
本研究の目的を達成するための研究体制

を図１に示す。研究計画として、平成２５年
度は技術者育成支援LMSと多機能演算システ
ムの構築に重点をおき、後半では構築したシ
ステムを利用してマラ工科大学において教
育実践を行った。平成２６年度は、連携校の
カリキュラムを調査し、V 字開発を軸とする
カリキュラム開発を行った。これと並行して
構築したシステムの評価および検証を連携
校により実施し、システムの改修を行った。
平成２７年度は、全ての連携校において教育
実践を行い、その実習成果を報告会で発表し
た。各年度末には計画どおりに研究が進んで
いるかを検証し、次年度の役割分担に反映す
るようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 研究体制 
 
 
４．研究成果 
平成２５年度は、システムのプロトタイプ

開発および連携校の人材育成に関する調査
に主眼をおいた。連携校（マレーシア）にお
いて、簡易型マイコンを用いた教育実践を行
い、チーム形式での演習を行った。また、連
携校（マレーシア、カナダ、日本）どうしで
人材育成に用いるシステムのプロトタイプ
開発として、画像処理システムを検討した。
本年度において、連携校（マレーシア）で教
育実践した際にシステムの有用性を確認で
きたことは意義がある。実践した内容を連携
校どうしで精査していき教育内容を改善し
ていくことの重要性はきわめて高い。 
平成２６年度は、連携校（ビクトリア大学）

との協力を主として遠隔設計支援システム
の開発に取り組んだ。また、連携校（マラ工
科大学、琉球大学）と協同で人材育成を取り
入れながら、ネットワークシミュレーション、
画像処理、フィルタパラメータ決定システム
を検討した。具体的には、ビクトリア大学と 
沖縄高専で遠隔で利用可能な高位設計支援
システムを導入し、設計したシステムを互い
に協同でシミュレーション等による確認を
行った。さらに、Matlab/Simulink による設
計モデルから FPGA による実装を遠隔で行え
ることを確認した。また、設計モデルの応用
として、画像処理システムの設計を行った。 



平成２６年度に、マラ工科大学（マレーシ
ア）と沖縄高専において技術者育成のカリキ
ュラムの教育実践を行った結果を踏まえ、平
成２７年度は開発したシステムの評価およ
び検証を行うとともに、技術者育成カリキュ
ラムの教育実践およびその評価に主眼を置
き研究を遂行した。また、平成２６年度に実
践したカリキュラムの評価を行い、その結果
から技術者育成支援LMSと多機能演算システ
ムの改善項目を抽出し、各システムの改修を
行った。また、琉球大学とビクトリア大学（カ
ナダ）の大学院生がリーダーとなり、高専の
学生と連携してV字モデルを意識しながら実
習を行うことができた。本プロジェクトによ
り作成した課題の報告会を実施し、発表内容
を作成し技術者育成支援LMSに動画としてア
ップロードし、連携校の教員が評価を行った。
難易度の低い実習においてもV字開発を意識
しながら学習し、LMS を導入することで受講
者どうしの進捗管理や国内外（日本・カナ
ダ・マレーシア）の大学との連携を図ること
ができ、実践的な設計概念を習得することが
できた。本研究で提案する実践的な技術者育
成カリキュラムを導入することで、国内外の
大学生と高専学生とチーム・ベースのプロジ
ェクトとして実習し、国際連携型の実践的な
人材育成を行うことができ、これらの成果は、
海外展開を行う企業での技術者育成を支援
するものとして有用であると考える。 
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